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134− 14 第 1群 　性機能 に 関す る 問 題 （1） 日 産婦誌10卷 2 号 臨 時増 刊

　　　　　　　　井上 　康 ， 置塩郁三 ， 木戸孝治

　吾 肉 は 上 記 の 命題 に つ い て の 研究業績を ， 既 に 2囘 に

亙 つ て報告 して 来 た が ， そ の後に得た知見に つ い て発表

す る．

　 1． 去勢後 1週間 を 経 た 成熟雌 ヲ ッ テ に 工 日 estra −

diol　 benz 　O．5γ ，
　 progesterone 　500γ及び 兩者混合剤

＝ 以 下 E ．P ．と略 （estradiol 　benz 　O．5γ 十 progestero

nesG   γ ） を 5H 問連続投與 して PBI を測定 した 処，

progesterone 投與群では有意の 変化を認 め な か つ た が，

estrogen 投與群並 び に E ．P ．投與 群 で は 共 に PB 工の

著明な 上 昇を認め た ．併 し後の 2 群相互の 間には有意の

差 を認め な か つ た．

　 叉去勢婦人 に estradiol 　 benz 　 1 日10皿g，　 progeste −

rene 　 1 口50  ，
　 E ．P ．（estradiol 　benz 　 5   十 proge ．

sterone 　50mg）を 5〜 7 日間連続投與 して PBI を測定

した 場合も上 記動物実驗の 成績 と略 く 同様な 傾向を 認 め

た。こ の こ とか ら，妊娠時 の PBI 値の 上昇に は ，
　 pro−

gesterone よ りも estrogen そ の もの が 重要な役割 を演

じて い る もの と考え る．

　 2． Lipschutz ・Biskind の 手術 を 行つ た 成熟雌 ラ ッ テ

に 術後1 カ 月 目か ら testosterone　prop ，1 口 50γ を連

続投與 した処 ， 髀内卵巣は 著明 に萎縮 して い る が ， 甲状

腺機能 （11：zuptake 及び PBI131−Conversion 　ratio ）に

は有意 の 変動を認 め なか つ た．前囘報告 した如 く，
es −

trogen 投 與 実驗の 場合甲状腺機能 の 尢進 を 認 め た こ と

》 考え合せ て，gonadotropin と TSH と は 必ず し も平

行 して 動 くもの で は な い こ とを確認した．

　3。 Greenspann の 初 生 雛 心 内 1 囘 投 興 法 を 用 い ，

酸性抽出 した 下 垂体内TSH 並び に Fellinger 氏 法を 改

良 した 吾々 の 方法で抽出した 血 中 TSH （各群集合血）

の 量の 定景実驗を 行 つ た 処 ， 正 常成熟雌白鼠で は ， 下 垂

体 TSH 量は O．187± 0．015 ］．S．單位鉢 重 ユ00g を 得

た ．血 中
「VSHI は測定不能であ っ た。

　成熟雌 白鼠 去 勢群では，去勢 2 週問後で下垂体TSH

量は O．ユ43± 0．004 」．S．單位！体重 1009 で 有意の 減少

を 示 し，　 4 週間後 で は 0．054± 0．002J．s．單位 1体重

100g で．更に そ の 減少傾向は著 しい ．血中 TSH は 何

れ も測 定不 能であっ た ．

　去勢 2 週間後各種性 ス テ ロ イ ド投 與 で は ，
estradiol

benz 　 1 日 0．5γ 5 日間投與群並びに 1 日 200 γ 5 口 問投

與 群 共 に 下垂沐 田 SH は O・318± D・01〜 e・279± O・021

」．s．單位 1体重 1009 で明らか に 有意の 増加 を 示 し，血 中

7SH は 0．002　J．s．單位 fecであ つ た・ progesterone

1H500 γ 5 日間投與群 で は 下垂体TSH は O．201±

0．068J ．S．單位 1体重 10D9 で対照 に 比 し有意差 な く，血

中 TSH は 0．0029．s．單位1ceで あ つ た。　 testosterone −

prQP ．1 日 5 皿g　5 日間投興群では 0。20T± 0．054　J。S．單、

位ノ1009で ， 対照に 比 し有意差を認めな か つ た ．血中T

S　｝1　1・ま 0．OOI　J．s．單位ノcc を得た．　 E ．P 。（estraClioll

benz　O．5 γ 十 progesterone 　 500γ）　5 口間投與君羊で は

0．247± 0．003J ．S．單位1体重 1009 で有意の 増加を示：

した．以 上 の こ と か ら， 性 ス テ ロ イ ドの 甲獣腺機能に 及

ぼす影響に は ， 下垂体の 関與 を否定 出来な い ．

　 7． 性 周期に関す る臨床的研 究

　　　　　　　　　　　　　　（鳥取大）　i斎藤淳
一

　　　　　　　　平林正楠 ，野村敦義 ， 梅原碵 之

　　　　　　　　江川典i毳， 辰村正治，福富　洋

　我 々 の 性周期に 関する臨 床的及び実驗的研究の
一

部は：

前囘総会 に 於い て 報告 した．引続 き臨 床 実驗 を 巾心 と レ

た 結果を報告す る．

　今囘の 報告は各種卵簗機能判定法 の 周期性連続変化の

比較，正常及び異常周期 に於 ける変花の 瞼討，そ れ ら と

臨床症状及び所見 と の 関連性 の 機討を 主体と し ， 併 せ て

血 中 Cholinesterase の 変化 ， 或 は胸腺 エ キ ス の 性周期

に 対す る影響 を 再檢討 した 結果に つ い て 附言す る．

　検査項 目及び方法

　 （i） 尿中　EstrOgen 定量 （Butanol 抽出 → 塩酸加

水 分 解 → ether 抽出 → 苛 性 ソ
ー

ダ 抽出 → 活性 ア ル ミ ナ に

よ る ク ロ マ トグ ヲ フ 分割 → 比色 定量 ）．（ii）尿中 Preg −

nanediol 定性 （Mack 　and 　Park 法）．（iii）腟内容剥

脱細胞像 （Papanicolaou 　染色法）．　（iv）頸管業占液嫌

（ピ ン セ ッ ト採取 ， 自然乾燥）、（v ）子 宮内膜像． （vi ）

基礎体温測定．（vii ）血中特異的及び非特異的 Choline −

sterase 測定 （Hesterin の 樋口 改良法）．（viii ） E ・E ・

G ．測 定 ．

　実驗結果

　 1）正常周期 に 於ける卵災機能強査結果

　墓礎体温 （以 下 B と略す ），子宮内膜艨 （E ） Pregna −

nedio1 （？ ） に 依 り判定 し た 正i常 周 期 で は 尿 中 Estra −

diol −Estrone （Ed ） の 排卵期及び黄体盛期 に 於 け
’
る 増

加 の 程度及 び 速度に は著明な 個体差 が あ る．腟細胞像

（S ） の 変化 は 数種の 様式に 分 け られ ， 此れ と頸管粘液

像 （G ） との 間に は 或程 度 の 相 互 閨 係が み ら れ る．

　同
一

個体では 卵胞期 に は
一

般 に S の 角化，及 び C の 結

晶 形成は 尿 中 Ed の 増減 と密接な 関係を示す が ， 黄体期

に は 卵胞期 よ りは 不 明瞭とな る．但 し黄体期に も或程度
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の 関係は保た れ ， 月経前の Ed 減少 の 著明な例では S の

月 経前退化像が明瞭であ る．しか し個体 の異る 時 に は 椙

互関係 に 著明 な変動が認め られ る．

　 皿）無排卵性周期に於け る 卵榮機能檢査結果

　 B ．E ．及びP に よ り判定 した無排卵周期の 変化は 2 つ

に 大別 し得 る．1）中問期 よ り Ed ，　S，C 共に卵炮 ホ作用の

増 加 を示 し， 月経開始 ヲζは 開始前 に 急速 に低下す る もの

と ，
2）変化が不規則 か ， 或は 各儉査 の 結果が一致 しな い

も の であ る．

　 皿）異 常 周 期 に 於 け る 卵欒機能臉査結果

　 （i） 無排卵賦態に 於け る無月経に も周期性変化の存

在が多くの 例 に みられ る．時 には S の 高度増殖不全例に

もみ ら れ，叉 Ed ，C に も周期性変化が存在 し得 る．此れ

らの 変化 は一般に 不規則であり，各結果 の
一致 しな い 事

も少くな い ．

　 （ii） 月経異常 ， 月経前緊張症，血 の道症，子宮肥大

及び筋腫，機能出血等の 例で は 正常例とは異っ た変化が

多 くみ られ る が ， 同
一

症状 に対し一定の 変化の み を撰定

す る事は困難である．又各検査結果の 不
一

致 が 多 くみら

．れ る．

　 ll1　） そ の 他

　以 上 の 如 き結果 と臨床症状 ， 所見 との 関係，手術後 の

変化，胸腺 エ キ ス （幼牛 よ りの除蛋自水溶液），或は血 中

特異的及 び 非特 異的 Cholinesteraseの 周期性変化 に つ

い て も言及致 し た い ．

　8 ．　　
’
性周期及び

幽
陸ホ 丿レモ ン‘こ関す る研究

　　 （東北大）　 九 嶋勝 司 ， 鈴木 雅洲 ， 神尾憲治

　　　　　　　杉山英夫 ， 山田武 男 ， 山田喜三 太

　　　　　　　小 川礼二 ， 早乙女 二 朗 ， 佐藤信夫

　　　　　　　　金 井忠男，秋山脩爾 ， 千葉俊博

　　　　　　　　吉崎　宏 ， 村上祐三 ， 渡辺孝 也

　　　　　　　　並木 岡
一

， 駒　幸男 ， 村上 恒男

　　　　　　　　　　　　 （輻島医大）　 斎藤信彦

　吾 k は 現在，女 性 ホ ル モ ン 分 泌 の 機 序，作用の 機序 ，

及 び女性 ホ ル モ ン の 生体内運命等に つ い て研 究を進め て

い る が ， こ れらの 実驗結果 か ら女性 ホ ル モ ン 療法を檢討

し ， 以下 に そ の成績を発麦する．

　1）　思春期 に於 け る 性 成熟 が中櫃 と末梢 の 何れ よ り始

ま る か をみ るた め ， 雌の 未 熟及び 成熟 ラ ヅ トの 卵集 を 交

換す る と，成熟卵藁を有す る 未 熟 ラ ッ トで は性 周期が 起

ら ず，未熟卵巣 を 移植 し た 成熟 ヲ ッ トに は こ れ を認め

た．故 に 性中樞の 成熟す る時 期 に 性周期が 初発す る こ と

が 分 つ た．

　2） 成熟期の 性周期 の 機序 に 関 し次 の 実驗を行つ た．

ヲ ッ ト観床下部の ア セ チ ル コ リン は発清前期に最も増加

した．こ の ア セ チ ル コ リン は estradiol 投與 に よ り増加

す る が，大量 の estradiol は 逆 に こ れ を減量 レた．ラ ッ

ト併体結合実驗に よ り， 各性 ス テ ロ イ ドの 性中嘔抑制作

用 を み る と ，
estrogen の 中櫃量は andrOge11 の 中嘔量

に 比 し甚 だ低い ．血 中性 ス テ P イ ドを定 量 す る と ， 女性

の estrogen は そ の 中纒量 を上 下して周期的変動をす る

が ，男性 の androgen は そ の 中樞量より常 に低 か つ た ．

ス テ P イ ドに よ る は ね か え り現象は ， 投與 ス テ ロ イ ドの

血中濃度 が そ の 中樞量と交叉 して 低下す る際に認め られ

た ．亦，雌雄ラ ッ トの 性腺交換では性周期を雄ラ ッ トに

作 り得な か っ た 事 か ら， 性周期 の 機序に は 更に他の要因

も 関與 して い るもの と思われ る．

　3） 性 ス テ P イ ド生合成 に対する gonadotropin の 影

響を in　vitrQ で檢す る と ，
　 gonadotropin は ス テ ロ イ

ド合成諸酵素作用を増強 させ る よ り ，
こ れら酵素の 生 成

促進作用が強か つ た．

　4） 子宮内膜の RNA とDNA を測定す る と，　 estro −

gen 投與時 N は排卵時に増加した．　est ・・gen に よ る 内

膜諸酵素の 変動は ， RNA の 変動 と 関係が あ る もの と思

われ る．内膜の 組織呼吸は ス テ ロ イ ドに よ り著 しく影響

さ れた ．生理 量 の estrGgen は こ れ を 促進 し， 大量 の

estrogen は抑制レた．

　5） 更年期 に於 い て ， 性中樞と末梢の 何れの 老化 が先

行 す る か を 見 る た め に ， 老 化 ラ ッ トと成熟 ラ ッ トの 卵彙

を交襖した．　交換後成熟 ラ ッ トに は 性周期が 再現 した

が，老化群では起 らな か つ た，

　6） 性ス テ ロ イ ドの 作用を中樞作用 と末梢作用とに 分

類すると ， こ の 何れで も濃度 に よ り逆 の作用を呈す る こ

とがあつ た．ま た製剤の 形式或は投與経路の 差 に よ り異

つ た作用を呈する こ とが あつ た ．

　T）　組織内ス テ ロ イ ド分布 を 組織化学的 に 檢討す る

と，　estrone ，　 progesterone ，　 testosterone　靜注日寺
「

tこ ，

脂肪組織初め多数 の 臓器 に一
時 ス テ P イ ドの 貯蔵を認 め

た．ス テ ロ イ ドを 靜注 した際 ，

一
時血中の 遊離型 が増加

す るカ  間もな く結合型 とな り血中に永 く残 つ た 。

　8） ホ ル モ ン 療法 に 際 し患者 の ホ ル モ ン 測 定を行 うこ

とは 望ま しい が ， ホ ル モ ン は 不足補充以 外 の 目的 に 使 わ

れ る事が多 く． ホ ル モ ン 測定 は 無意昧な場合が か な りあ

る。
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